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１．本研究の背景と問題意識 
現在、国際化や知識基盤社会の発展により、教授者中心のパラダイムから学習者中心の
パラダイムへの転換が起きており、大学もそのための教育改革を模索している。特に、国
際化が進んだ 1990年代以降、多くの先進国では、知識中心の「学力（achievement）」概念
とは異なる、より能動的で何かを生み出す力としての「コンピテンス」（competence）や「リ
テラシー」（literacy）とよばれる「新しい能力」概念に着目し、その育成に力を入れてい
る（松下，2010、久保田，2000 など）。日本でも、正課の教育改革においては、学生の主
体性を重視するアクティブラーニング型授業が導入されるようになり、これらの変化に伴
い、教室の空間構成や使い方が変わるとともに、ラーニング・コモンズの発展など、教室
内と教室外を結ぶ取組が行われるようになってきた。同時に、正課外教育も学生の主体性
を発揮する場として関心が高まっている（河井，2015）。また、グローバル人材の育成及び
留学生受け入れの拡大に伴い、高等教育では海外留学だけではなく、多様な文化的背景を
持つ学生の学び合いを支援する「多文化間共修支援」（坂本・堀江・米澤，2017）の取組も
行われており、国内でも異なる文化や多様性について学ぶ機会が増えている。しかし、メ
ステンハウザーが指摘するように、留学を含む国際教育の効果は多面的で概念が整理され
ていないため、有効性がきちんと証明されているとは言い難い（堀江，2005）。これからの
グローバル化に向けた大学教育は、実践と理論に裏付けられた成果を参考に開発されるべ
きである。 
大学における多文化・異文化に関する教育は、語学の授業、留学生と日本人学生の共修
授業、ICT を用いた海外との連携授業、海外留学、サークル・部活動など、正課でも正課
外でも行われているが、現在、新しい学びの場として注目されているのが日本人学生と留
学生が共同生活を行う混住寮である。2014 年度のスーパーグローバル大学創成支援事業
（文部科学省）を契機に混住寮を新設する大学が増え、グローバル人材育成の場として単
なる居住施設としての寮から教育寮として運営する寮が増えている。混住寮は多様な文化
背景を持つ学生達が 24時間寝食を共にし、寮のコミュニティに参加する過程で、人間関係
の構築、異文化衝突を乗り超える経験などを通して学生達の多様な学びの場となりうる。 
寮生活と大学のカリキュラムを関連づけて学びを育むコミュニティという考え方は、欧
米においては古くから取り入れられており、リビング・ラーニング・コミュニティやレジ
デンシャル・カレッジなどとして、寮が大学教育の中に位置づけられている。また、2010
年以降、韓国、シンガポール、香港などのアジアのトップ大学では、欧米のレジデンシャ
ル・カレッジを参考にした、教員が共に住み独自の教育プログラムを提供する学生寮を導
入する大学が増加している。しかし、日本の学生寮については、学生自治が謳われて大学
紛争でのアジトになった歴史もあり、寮が大学教育の中にきちんと定位されているとは言
えない。また、日本では前述の通り、グローバル人材育成の観点から多様性を重視した混
住寮が増加しているが、国内の寮を対象とした研究は、教育寮自体が少ないこともあり、
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まだ少ない。混住寮の先行研究を概観すると、大きく３つの観点からの研究に大別できる。
第１に、寮の教育的機能や寮で育まれる能力に関する研究（中村・伊藤・今村・小野，2006、
正宗，2015、山川，2017)、第２に、寮における日本人学生と留学生の人間関係構築に着目
した研究（横田・田中，1992、出口・八島，2008、 山川，2013など）、第３に、寮の環境
作りに関して、建築学的な観点から行った研究（鈴木，2010、山下・新留・飯田・田中，
2014）である。しかし、寮生の学びと成長のプロセスならびに寮における学習環境デザイ
ンに着目し、実証的に研究を行ったものはまだ見られない。今後、大学教育の中に寮教育
を位置づけるためには、どのような教育的介入や学習環境デザインが必要かを検討する必
要がある。そのためには、まず、寮生活を通して学生達がどのようなプロセスで学びを育
んでいるかを明らかにし、学びを促進する要因、阻害する要因を社会との関わりの中で明
らかにする必要がある。また、寮における学習は、従来教室で行われてきた知識を状況か
ら切り離して教える学習とは異なり、生活経験を通して学ぶ学習である。そのため、本研
究では寮における学びを、寮という実践コミュニティへの周辺的参加から十全的参加のプ
ロセス（Lave&Wenger,1991）と捉える。 
 
２．本研究の目的と研究課題 
本研究の目的は、多文化環境における寮生の学びと成長のプロセスを明らかにし、学び
と成長を促進する混住寮をデザインするための要件を提案することである。この目的を達
成するために、「教育の場としての混住寮の特徴と課題に関する研究」（研究課題１）、「寮
生の学びと成長のプロセスに関する研究」（研究課題２）、「多文化環境の学びを促す学習環
境デザインに関する研究」（研究課題３）の３つの研究を行った（図１）。 
 
  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
＜本研究の目的＞ 
多文化環境における寮生の学びと成長のプロセスを明らかにし、学び
と成長を促進する学習環境デザインの要件を提案すること 
研究課題 1（３章） 
教育の場としての混住寮の
特徴と課題に関する研究」 
研究課題２（４章） 
寮生の学びと成長のプロ
セスに関する研究 
研究課題３（５章） 
多文化環境の学びを促す学習
環境デザインに関する研究 
図 1：本研究の概要図 
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３．構成および各章の要約 
本論文は、７章で構成され、各章の要約は次の通りである。 
 
序章 本研究に至るまでの背景 
序章では、混住寮を対象とし、本研究を行うに至った問題意識を「教室外の学びの場の
重要性」、「留学生の寮生活における問題」、「日本人学生と留学生が肯定的な異文化接触が
できる場の必要性」という３つ点から説明し、居住のための学生寮から学びと成長のため
の教育的機能を持った混住寮へと捉え直すことの重要性について述べた。 
 
第１章 研究の背景と意義 
第１章では、混住寮を教育の場として捉え直すための観点を「多文化・異文化間教育の
場」、「相互作用による学びを促す場」、「大学教育としての教育寮」という３つの観点
からまとめ、混住寮が注目されるようになった社会的背景及び先行研究のレビューを行い、
混住寮を研究する意義を論じた。次に、多文化環境の混住寮の学びを研究する理論的枠組
みとして、正統的周辺参加論（Lave&Wenger,1991）を用いることの妥当性と意義を説明し
た。 
 
第２章 研究の目的と方法 
第２章では、本研究の目的を説明し、目的を達成するために設定した３つの研究課題と、
それらの研究方法について詳述した。また、これらの３つの研究課題は相互に関係してい
るものであるため、３つの研究の関係性について説明した。 
 
第３章 教育の場としての日本の混住寮の特徴と課題 
研究課題１では、日本の混住寮の特徴と課題を明らかにした。まず、SGU37 校の構想
調書の分析から、大学の混住寮には、留学生宿舎型、日本人宿舎型、結果的混住型、教育
的混住型の４つのタイプがあることが分かった。そして、この教育的混住型の混住寮の中
から、７つの大学を対象にフィールド調査を行った。同様に、日本の混住寮の特徴を探る
ため、アジアの５つの大学のレジデンシャル・カレッジにおいてもフィールド調査を行っ
た。これらのフィールド調査の結果を、主に「ハード面」と「ソフト面」の観点からまと
めたところ、日本の混住寮に特徴的だと考えられる点は次の３つであることが明らかにな
った。第１に、寮に住む学生が RA となり寮の管理・運営を中心的に担っている点、第２
に、人間関係を構築し、良好なコミュニティ形成を促進するための空間設計がされている
点、第３に、人間関係の構築を促すための活動が中心に行われている点である。そして、
この７校の調査結果の中から、混住寮 X が最も多文化環境が整っており、実践コミュニテ
ィとして機能していることが分かった。そのため、研究課題２の研究対象として混住寮 X
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を選定した。 
 
第４章 寮生の学びと成長のプロセス 
第４章では、研究課題２として設定した多文化環境の混住寮における寮生の学びと成長
のプロセスを明らかにした。RA を経験した 12名の十全的参加のプロセスを、複線径路等
至性モデル（安田・サトウ，2017）を用い、共通性と多様性に着目して分析を行った結果、
次の２つの知見が得られた。 
第１に、RA になる共通のプロセスに着目して分析を行った結果、学びと成長のプロセ
スには、５つの時期区分（「参加を模索する第１期」、「自己成長の欲求が生まれる第２期」、
「自己成長の場を決定する第３期」、「実践を重ね試行錯誤をする第４期」、「リーダーシッ
プの取り方を模索する第５期」）があることが明らかになった。この５つの時期において、
様々なサポートを受け、環境との相互作用を行いながら、役割の変化に応じて経験を積み、
リーダーシップの取り方を模索することで、状況や個人の特性にあわせて柔軟に対応でき
るようになり、多文化環境で力量を発揮できる RA として成長するプロセスが見られた。 
第２に、多様性に着目して類型化を行った結果、多文化環境の混住寮における正統的周
辺参加のプロセスには、多文化環境の中で新しい知識やスキルを獲得しながら参加を深め
ていく「獲得型」、既存の知識やスキルを洗練させながら参加を深めていく「熟達型」、多
様な価値観に出会うことで自分の価値観や行動を一部変容させながら参加を深めていく
「省察的統合型」、多様な価値観に出会うことで自分の価値観や行動を大きく変容させなが
ら参加を深めていく「省察的変容型」の４つの異なる型があることが明らかになった。本
研究ではこれを「多文化環境における学びのプロセスモデル」と称した。 
また、これらの４つの型は大きく２つに分類することができた。1 つは、新しい知識や
スキルを獲得したり、既存の知識やスキルを熟達させながら参加を深めていくラーニング
型（「獲得型」と「熟達型」）で、もう 1つは、多様な価値観に出会うことで自分の価値観
や行動を大きく変容させながら参加を深めていくアンラーニング型（「省察的統合型」と「省
察的変容型」）である。ラーニング型（「獲得型」、「熟達型」）は、従来の徒弟制に代表され
る正統的周辺参加のプロセスに見られる典型的なプロセスであり、アンラーニング型（「省
察的統合型」、「省察的変容型」）は、多文化環境に特徴的なプロセスであると言える。従来
の研究における異種混合性は「参加の関わり方」を対象としたものが主であったが、本研
究では、「文化の多様性」を中心とした異種混合性を対象とした。そのため、多文化環境
における十全的参加の有様は多様であり、可変的であることが示された。そして、これは
混住寮 X に埋め込まれている多様なロールモデルを輩出する RA 組織の意図的なデザイン
が関係していることが分かった。 
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第５章 多文化環境の学びを促す学習環境デザイン 
第５章では、研究課題３として設定した寮生の学びと成長を促進した学習環境デザイン
を明らかにした。まず、研究課題２で示された寮生の成長を促進または阻害した要因（複
線径路等至性モデルによる SG と SD）を抽出し、KJ 法で分析を行った。その結果、混住
寮 Xの学習環境デザインは、実践コミュニティを活性化させる「運営する人・組織」、寮生
のコミュニティ形成や関係構築を促進させるための「空間」、多様な国の学生達の共同生活
を可能にする多文化共生のための「制度」、寮生のコミュニティへの参加を促進するための
「活動」、活発な「コミュニティ」の５つから構成されており、これらが適切に結びつくこ
とにより、実践コミュニティを活性化させることにつながっていることが明らかになった。 
そして、これらの５つが具体的にどのようにデザインされているのかについて明らかにし
た。これらの知見をもとに、多文化環境の学びを促す混住寮の学習環境デザインの要件と
して、次の５つを提示した。 
（１）多文化の背景を持つ RA による協働的な運営（運営する人・組織） 
（２）多様な文化が交差する柔軟性のある空間の設計（空間） 
（３）多様性を包括する基本ルールの制定（制度） 
（４）参加と創造を同時に実現するフォーマルとインフォーマルな活動（活動） 
（５）大きな実践コミュニティを活性化させるための小さなコミュニティの促進（コミュ
ニティ） 
 
終章 大学教育への提言と今後の課題 
終章では、本研究のまとめを述べ、今後の大学教育に寮の学びをどのように位置づける
ことができるのかについて論じた。 
最後に、本研究の今後の課題として、次の 4 点を示した。 
第１に、方法論についてである。本研究では、複線径路等至性モデル（TEM）を軸に分
析を行った。本研究では、TEM 図の手法に基づき、等至点に焦点を当て、それに至るプ
ロセスを分析することを主軸としたため、今回焦点化したプロセスについては、深い分析
を行うことができた。しかし、焦点化されなかったものに関しては、個別に取り出して分
析を行うことができなかった。例えば、多文化環境の学びという観点において重要である
と考えられるステレオタイプや偏見の変容プロセスなどは、インタビューの中では語られ
ていたが、その内容に関しては、個別に切り離して記述するのみで、その変容プロセスや
構造に焦点を当て、詳細な分析を記述することができなかった。今回、深く分析、記述を
することができなかった点に関しては、等至点を新たに設定し分析を行う、または異なる
手法を用いて分析を行い、多文化環境の混住寮で育まれる学びについて、より包括的な研
究を行っていきたい。 
第２に、本研究では、RA の学びと成長のプロセスに焦点をあて、実践コミュニティに
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おける RA の変容プロセスを見るために正統的周辺参加論を用い、RA の学びと成長のプ
ロセスの中で語られた環境に焦点をあてて分析を行った。しかし、学習環境デザインの分
析においては、構造化理論(Giddens、1984)などを土台として、このような学びを促す構
造により焦点化することも可能である。今後は、構造の観点からも分析を深めていきたい。 
第３に、大学の学びの場としての寮を構想するためには、欧米やアジア諸国で展開され
ているレジデンシャル・カレッジのより深い研究を行うことも必要である。今回、研究課
題１において、海外のレジデンシャル・カレッジを調査したことにより、混住寮とレジデ
ンシャル・カレッジでは異なる観点からデザインがされていることが見えてきた。しかし、
今回のレジデンシャル・カレッジの調査においては、物理的なハード面と職員へのヒアリ
ング調査のみのマクロな点からの調査のみで、実際に住んでいる寮生や運営している教授、
TA、RA などに包括的にインタビュー調査を行わなかった。そのため、レジデンシャル・
カレッジの活動やコミュニティ形成に関する実際のデータがなく、それらを比較して、詳
細な分析を記述することはできなかった。今後は、海外の事例においてもインタビュー調
査を行い、異なる教育寮を比較することで、日本の大学における教育寮のデザインの発展
に寄与する研究を行っていきたい。 
第４に、大学教育の一環として混住寮を位置付けるのであれば、混住寮を大学教育にど
のように取り入れることができるかについて、検討する必要がある。もし、混住寮におけ
る教育的側面を正規のカリキュラムとして位置づけるならば、寮での学びを評価する学習
評価などの制度的な面についても議論を深めることが重要である。また、今回、４章と５
章で分析の対象とした混住寮 X は、大学の授業においてもピアラーニングや多文化共修の
授業を行っており、RA の他にも学部生のティーチングアシスタントの活用など、様々な
制度を導入している。RA のインタビュー調査の中からは、寮だけではなく、大学の留学
プログラムのサポートや、大学教育との関連も見えてきたが、今回は大学の正課や正課外
の学習や活動と、寮の学びがどのように関連しているかという点までは明らかにすること
ができなかった。今後は、正課の活動との関わりについても調査を行い、大学教育におけ
る寮教育の位置付けを検討していきたい。 
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